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令和6年度ひょうごTECHイノベーションプロジェクト 事業者募集開始

提案元 募集課題（テーマ）

西宮市 市民向け防災啓発の見える化・効率化

尼崎市 ユースワーカーの情報共有

三木市 免許返納者の生活サービスへのアクセス支援

高砂市 生活道路における自転車利用者の安全対策

神河町 古民家の活用による地域活性化

朝来市 生活道路における交通安全強化

洲本市 海水浴場におけるクラゲ侵入対策

南あわじ市 農業における堆肥の臭気対策

県民生活部
(くらし安全課) 

繁華街の客引き対策

農林水産部
(農業改良課)

有機農業の生産見える化

（１）単一枠：１０の社会課題を選定

２ 事業者を公募する社会課題

県内市町等から社会課題
を募集

革新的な技術を有するスター
トアップ事業者等を公募

市町・住民・事業者がともに課題
解決にむけた実証実験を実施
※経費補助(上限50万円)

課題解決の成果(製品、シス
テム等)の自治体での購入及
び他自治体への横展開

①課題の募集 ②課題に取り組む事業者の公募 ③協働実証の実施 ④ノウハウ普及(横展開)

９月中旬 事業者決定お披露目会
令和7年３月 最終報告会

県内の社会課題をスタートアップ事業者等が有する革新的な技術を活用して解決を図り、その成果を県内市町に横展開していく。
3年目になる今年度から、１つの大きなテーマに対し、複数のアプローチで課題解決を図る「複合枠」を創設。

１ 事業趣旨・概要

提案元 テーマ・募集課題

加西市

【テーマ】
公立小・中学校における教育の充実

① 探究学習の授業プログラム開発

② 非認知能力など生徒適性の見える化、教育効果測定

③ ICT技術活用で教員の授業力向上

多可町

【テーマ】
介護支援専門員等の業務効率の向上

① AIによるケアプランのレコメンド

② 記録支援、緊急性の高い事案の所内即時周知等の自動化

③ 介護支援専門員の訪問ルート構築支援

豊岡市

【テーマ】
中山間地域における持続可能な地域づくり

(ドローンなどを活用し公民館まで届いた荷物を)
① 地域住民が、自ら地域内を配送する仕組みの構築

② 地域住民が、公民館に荷物を取りにいく仕組みの構築

（２）複合枠：３つのテーマと８つの社会課題を選定
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募集期間 令和６年６月１２日（水）～７月１４日（日）

対象事業者 県内に活動拠点（コワーキングスペースでも可）を有する事業者

経費補助 上限５０万円／補助率２分の１以内

事業者選定
単一枠：１課題につき１事業者
複合枠：１テーマごとに設定した課題数に応じた事業者数

※選定結果は８月下旬に発表

申込方法
ひょうごTECHイノベーションプロジェクトWEBサイト
（https://hyogo-tech.jp）から申込

３ 募集概要
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＜問い合わせ先＞

産業労働部 新産業課
新 産 業 創 造 班

078-362-9201
Shinsangyo@pref.hyogo.lg.jpMAIL

TEL
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参考：単一枠の課題（詳細）

提案元

募集課題

提案元

募集課題

テーマ 課題 テーマ 課題

西宮市
市民向け防災啓発の
見える化・効率化

既存コンテンツやイベントを効果的
に活用し、若年層や子育て世帯に響
く防災啓発を行いたい。

朝来市
生活道路における
交通安全強化

通学路における危険箇所をドライ
バーにうまく伝えることで、生活道
路の安全を確保したい。

尼崎市
ユースワーカーの情
報共有

ユースワーク（若者の社会参加等を
支援する活動）にICTの技術を取り入
れて情報共有の効率化を図りたい。

洲本市
海水浴場における
クラゲ侵入対策

海水浴場へのクラゲの侵入を防ぎ、
利用者の安全を確保したい。

三木市
免許返納者の生活
サービスへのアクセ
ス支援

買い物支援と複数サービスを組み合
わることで、事業の効率性・採算性
を向上させ実装につなげたい。

南あわじ市
農業における堆肥
の臭気対策

堆肥の臭気を抑えることで周辺住民
の生活および農業従事者の労働環境
の改善をはかりたい。

高砂市
生活道路における自
転車利用者の安全対
策

安全対策を強化し、生活道路におけ
る自転車事故件数を減らしたい。

県民生活部
(くらし安全課) 

繁華街の客引き対
策

特定地域での客引き行為を条例で禁
止しているが、テクノロジーを活用
し効率的に取り締まりたい。

神河町
古民家の活用による
地域活性化

空き家と借り手のマッチングと、街
並み景観の保全が両立できる仕組み
を作りたい。

農林水産部
(農業改良課)

有機農業の生産見
える化

農家グループ内の有機野菜の生産量
やその他生産データを見える化、一
元管理し、流通を効率化したい。

市町等からの提案にもとづき、下記10の社会課題を選定。



Hyogo Prefecture

4

市町等からの提案にもとづき、下記３つのテーマと、８つの社会課題を選定。

■ 複合枠の考え方
[定義] １つの大きな課題（テーマ）に対し、複数のアプローチで課題解決を図ることを指す（個々のアプローチごとに事業者を公募）。
[例] ① 「機能を充実させる」ことにより生じる「コスト増」など、トレードオフの関係にある課題

② 複数の要因が交錯している課題
③ 解決アプローチが複数考えられる課題

参考：複合枠の考え方、課題（詳細）

提案元
募集課題

テーマ 課題

加西市 公立小・中学校における教育の充実

① スタートアップによる、探究学習の授業プログラム開発(授業の充実)

② 生徒の非認知能力の指標を作成、評価方法を構築し、学校教育の効果を
測定(生徒の適性の見える化：教員の負担軽減)

③ 模範となる教員の授業スキルをICT技術を活用して解析し、他の教職員の授
業力アップにつなげる仕組みを構築(教員のスキル向上：教員の負担軽減)

多可町 介護支援専門員等の業務効率の向上

① AIによるケアプランのレコメンド機能実証(ケアプラン業務支援)

② 要支援対象者の訪問後の記録支援、緊急性の高い事案の所内即時周知など
を自動で行う仕組みの実証(支援経過記録支援)

③ 介護支援専門員の訪問ルート構築支援

豊岡市 中山間地域における持続可能な地域づくり

(ドローンなどを活用し公民館まで届いた荷物を)
① 地域住民が、自ら地域内を配送する仕組みを構築

② 地域住民が、公民館に荷物を取りにいくことで、高齢者の孤立・孤独解消
につながる仕組みを構築


